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に基づき，第 2章から第 6章において各研究課題に以下のように対処した。  






個人内特性の 2つの指針を得た。そして，[指針 1]に基づき第 3章では自他の権利尊重， 
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インターネット普及期（1990 年頃～），（3）携帯通信端末普及期（2000 年頃～）の 3
つの時期に大別できる。 
 
3.1 パーソナルコンピュータ普及期における ICTの問題 
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ワーム，（8）トロイの木馬の 8 分類がある 6)。世界初のコンピュータウイルスとしては，
ブートセクタ感染型ウィルスの Brain がよく知られている 7)。Brain は感染すると，フロ
ッピーのボリュームラベルを「Brain（会社名）」に変更することに由来しており，Basit
と Amjad が違法コピー対策のために作成したと考えられている。なお，Brain はデータを





カ合衆国で報告されている 8)。このワームは 1 つのサイトに完全に感染すると自分自身を
複製し，ネットワークを介して，次のシステムへ侵入するようにプログラムされていた。
その結果，侵入されたシステムを停止させる被害を与えることになった。これらのコンピ











なった 10)。なお，上述したように 1992 年のハイテク犯罪（コンピュータ犯罪）の認知件






違反」の 3 つに分類されている 11)。2013 年にはサイバー犯罪の検挙件数は 8113 件にまで
のぼり，およそ 20 年で 100 倍以上も増加している。また，ネットワーク利用犯罪として，
出会い系サイトを介した児童買春や青少年保護育成条例違反に該当する事案が散見される









ーネット依存という用語は，アメリカ合衆国の精神医学者 Goldberg が DSM-413)の病的ギ
ャンブルの項にならい，過剰にインターネットを利用してしまう自分自身のことを

















携帯通信端末が普及する 2000 年代以降はさらに問題が深刻化している。その要因の 1

































モイ」，「うざい」等の誹謗・中傷の 32 語が含まれている割合は 50％，性器の俗称など
わいせつな 12 語が含まれる割合は 37％，「死ね」，「消えろ」，「殺す」等暴力を誘発
する 20 語が含まれる割合は 27％に及んでいることが報告されている 24)。これらの学校裏
サイトには部外者が入れないようにパスワードが設定されていたり，携帯電話しかアクセ
スできないようにされたりと，発見・摘発が困難なために事態が深刻化しているケースも
ある。さらに，近年では，Facebook，Twitter，LINE に代表される SNS を介したなかま
外し，ネットいじめといったインターネット上での対人トラブルが問題になっており，こ



























この Wiener の提案後，コンピュータ犯罪が顕在化し 29)，コンピュータ技術によって，
旧知の倫理的問題が悪化したり，変化したりする事態が生じた。1976 年，Maner はこれ
らの現象に対応するために，新たな分野として Computer Ethics を提案した 30)。Maner
はコンピュータ技術に関わる問題の独自性を主張し，これまでの倫理観とは異なる新たな
倫理観が必要になると考えた。そして，Manerは大学の教育者向けのコンピュータ倫理の
講座のためのカリキュラムや教育的アドバイスをまとめた Starter Kit in Computer 
Ethics を発表した 31)。これをきっかけに Computer Ethics がアメリカ合衆国で教えられ
るようになり，情報の信頼性，情報のバイアスなどが情報科学の倫理に関わる問題として
取り上げられるようになった 32)。 
その後，1985 年には，Johnson が著書「Computer Ethics」33)，Moorが論文「What is 
Computer Ethics?」2)を発表し，Computer Ethicsはコンピュータ活用時における倫理と
して，学術的研究の俎上に載せられるようになった。当時の Computer Ethicsは，コンピ













そして，1988 年になり，Computer Ethics に代わり，Information Ethicsの用語が初
めて使われるようになった。学術論文では Capurro が Information Ethics をタイトルに
用いたもの 34)，また，記述された文章としては Hauptman によるものが初出とされてい
る 35)。この頃の Information Ethicsはコンピュータに関する倫理的問題に限らず，図書館
における著作権や情報のアクセスなどの情報科学の問題にまで拡張された。 




Information Ethics の概念を明確にすることで，Information Ethicsの問題を解決できる
と提案した 36)。Gotterbarn によって，医療従事者が医療倫理を必要とするのと同様に，
Information Ethics はコンピュータ専門家が必要とする職能倫理の領域の一部として体系
化された。我が国ではこの Information Ethics が情報倫理と訳され，使用されている（以
後，情報倫理と表す）。 
近年では，コンピュータの小型化，インターネットの普及とともに，ICT に関連した倫
理に関わる領域として，「Cyber Ethics」，「Media Ethics」，「Internet Ethics」とい
う考え方が登場した。Ki・Ahn はこれらの概念を図Ⅰ-1 のように整理した 37)。図Ⅰ-1 か
らは，情報倫理は情報革命によって生じたさまざまな倫理的問題をコンピュータに関わる

































(Information and Communication 
Ethics<Internet Ethics>)






















































































るの 4 つの道徳律で表現できる。 





































































































て，Computer Science Teacher Association（以下，CSTA）が示した CS の K—12 標準カ
リキュラムが挙げられる 63)。K—12 は，無償で行われる幼稚園（Kindergarden）と初等中
等教育の 12 年間（Grade1（小学校 1 年生）から Grade12（高校 3 年生））の教育課程を
意味している。CSTA が示した CS の K—12 標準カリキュラムは，ICT の進展を考慮し，
Association for Computing Machinery（以下，ACM）が作成したモデルカリキュラム 64)
を改訂したものである。なお，ACM が示した Curriculum 68 は，今日の高等教育の CS
教育の位置づけに多大な影響を与えている。CSTA の K-12 標準カリキュラムには Level
が 3 段階で設定されている。大まかには，Level1 では幼稚園から Grade6 を対象としてお
り，CS の基礎から，簡単なコンピュテーショナルシンキングに基づく，テクノロジーに
関する基礎レベルを身につけることを目標とする。Level2 は Grade6 から Grade9 までを
対象としており，問題解決のツールとしてコンピュテーショナルシンキングを使えるよう
になることを目標としている。Level3 は Grade9 から Grade12 までを対象としており，
発展的なCSの習得と，現実場面への適用を目指している。CSの指導時には上述したLevel








































and Ethical Impacts) 





















































































































































責任のある仕様 技術のインパクト 情報の正確性 倫理，法，セキュリティ 平等 
 
 













デジタルリテラシーで取り扱う内容について，English Language Arts Common Core





























イギリスでは，我が国における初等中等教育と同様に National Curriculum が策定され
ている。しかし，その区分は校種によるものではなく，学齢に応じて Key Stage（以下，
KS）が設定されており，KS ごとに学習内容が決定されている。これらの区分のうち，日
本の初等教育に相当するのは KS1（5-7 歳），KS2（7-11 歳）である。2014 年には，こ
れまでの教科「ICT」に代わり，教科「computing」がすべての KS の教科として設置さ
れるようになった。イギリスの民間団体 Computing At School（CAS）は，「computing」
のカリキュラムに含まれる内容として，Computer Science，Information Technology，
Digital Literacy の 3 領域を取り上げている。 
この 3 領域のうち，日本の情報モラル教育に該当するのは，Digital Literacy（以下，
DL）である。DL は将来の職場やデジタル世界で ICT を活用し，自分を表現したり，自分
の考えを発展したりできるようにコンピュータを効果的に活用する能力のことを指す 67)。
















Exploitation and Online Protection Centre（CEOP）や Internet Watch Foundation（IWF）
は児童の目に触れさせたくないコンテンツが Web 上にないか等をチェックしている。ま
た，発達段階に応じた適切な情報行動のための指針として AUP（Acceptable Use Polices）
が提案され，個人だけではなく，学校でもサインをし，その遵守が求められている。 
上述した目標に基づき，我が国の情報モラルに相当する e-Safety に関する教育が充実し
ている。British Educational Communications and Technology Agency（以下，BECTA）
は P（方針と取り組み：Policies and practices），I（インフラストラクチャーと技術：
Infrastructure and technology ），E（教育と訓練：Education and training），S（基





学習者（保護者を含む）に対する方針として，民間団体 Childnet では，e-Safety の意
識を高めるルール作りについて，小学校段階では S（安全：Safe），M（会う：Meet），
A（受け入れ：Accepting），R（信頼性：Reliable），T（話す：Tell）の 5 SMART ル
ールを，より高い学齢の学習者には，オンライン上の評判を守る，助けを得られる場所を
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知る，プレッシャーを与えない，法を守る，情報源を知ることの 5 Tipsを提案している 70)。
さらに特別な支援を要する自閉症スペクトラムの学習者に対しても，Leicester City 
council’s Building Schoolsと提供し，Childnet’s STAR Toolkitを開発している 71)。なお，


















た（図Ⅰ-4）。このモデルカリキュラムには小学校 1-2 年，小学校 3-4 年，小学校 5-6 年，
中学校，高等学校の 5 段階が設定され，発達段階に応じて「情報社会の倫理」，「法の理
解と遵守」，「安全への知恵」，「情報セキュリティ」，「公共的なネットワーク社会の
構築」の 5 つの柱ごとに具体的な目標が記述されている 46)。さらに，情報モラルの指導者
を研修するために，「やってみよう，情報モラル教育 74)」や，「5 分で分かる情報モラル








ラル実践事例集 2015」では，教育委員会主体型，学校・生徒主体型，地域主体型の 3 つ








図Ⅰ-4 我が国の情報モラル教育モデルカリキュラム 46) 

























成するという 2 段階方式を提案している 83)。この方式は，まずは知ることがよい「行為」
の前提となるという越智らの主張に基づき，知識の教授をベースとしている 84)。そして，
得た知識を自分のものにできるようにするために，自分の考えを表明する活動を取り入れ
ている。この 2 段階方式をさらに発展させたものに，3 種の知識による指導法がある。玉












験を行うことで，情報モラル育成を図るものである。平成 28 年 8 月 1 日時点における論
文検索エンジン CiNii に登録されている実践を検索したところ，疑似体験の実践として，
ディジタル教材を活用し，コンピュータウイルス 87)，ホームページ閲覧 88)，個人情報 89)，
電子掲示板・チャット（なりすまし）・電子メール 90),91),92)がある。実体験の実践として，
制作活動（CM93)，卒業アルバム 94)，ホームページ 95)，ビデオ 96)，ポスター・ドラマ 97)，
情報モラル作問演習 98)），wikipedia 編集 99)などがある。これらの体験を取り入れた実践
を行う理由として，インターネット利用経験の個人差が上げられる。総務省のインターネ





者の形成的評価を重視した ROSE 学習法を提案している 101)。ROSE とは，Reform Of Self 
Evaluation の略であり，問題解決学習モデルの 1 つである。ROSE 学習法は Phase1.分析
段階では Step1 問題提起と Step2 問題分析があり，次の Phase2.立案段階では Step3 目標
分析，Step4 選択肢決定，Step5 解決策立案，最後に Phase3 評価段階では Step6 計画評
価，Step7 授業評価の 3Phase-7Step で構成される。参加型との違いは学習者が計画を立
















































































































































































































































③ 個 人 内 特 性 と 情 報 モ ラ ル 意 識 の 俯 瞰 的 な 因 果 関 係 の 検 証 （ 研 究 課 題 3 ）
①道徳的判断に立脚した情報モラル意識形成に影響する個人内特性の 探索 的検 討（ 研究 課題 1）
② 情 報 モ ラ ル 意 識 の 下 位 領 域 に 影 響 す る 個 人 内 特 性 の 同 定 （ 研 究 課 題 2 ）
自 他 の 権 利 尊 重 に 関 す る 情 報 モ ラ ル 意 識 に 影 響 す る 個 人 内 特 性 の 把 握
情 報 の 安 全 な 利 用 に 関 す る 情 報 モ ラ ル 意 識 に 影 響 す る 個 人 内 特 性 の 把 握
健 康 維 持 に 関 す る 情 報 モ ラ ル 意 識 に 影 響 す る 個 人 内 特 性 の 把 握

















していると想定できることの 2 つの理由による。 
本論文の構成は以下の通りである。 
第 1 章緒論では，研究の背景と目的を示した。第 2 章では，研究課題 1 に対応し，道徳
的判断プロセスを考慮し，情動と認知に関わる個人内特性と情報モラル意識全体との関連
性について検討し，今後の分析の指針を得る。続く第 3 章から第 5 章では，研究課題 2 に
対応し，情報モラル意識の下位領域に影響する個人内特性の同定を試みる。具体的には，
第 3 章では，課題 2a に対応し，情報モラル意識の下位領域として，自他の権利尊重に関
する情報モラル意識に影響する個人内特性を把握する。第 4 章では，課題 2b に対応し，
情報モラル意識の下位領域として，情報の安全な領域に関する情報モラル意識に影響する
個人内特性を把握する。第 5 章では，課題 2c に対応し，情報モラル意識の下位領域とし
て，健康維持に関する情報モラル意識に影響する個人内特性を把握する。第 6 章では，研
究課題 3 に対応し，情報モラル意識と研究課題 2 で明らかにした個人内特性との俯瞰的な
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因果関係について検証する。第 7 章では，第 1 章から第 6 章で得られた知見を整理し，個
に応じた情報モラル教育の在り方について考察し，実践に向けた今後の課題を展望する。 








































教員養成系大学の大学生 94 名(男性：44 名，女性：50 名)を対象とした。調査の結果，







































項目)の 4 因子 16 項目で構成されている。各項目に対して，「7：非常にあてはまる」，
「6：かなりあてはまる」，「5：少しあてはまる」，「4：どちらともいえない」，「3：
あまりあてはまらない」，「2：ほとんどあてはまらない」，「1：全くあてはまらない」























































































男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
n=22 n=17 n=18 n=32 n=15 n=27 n=25 n=22 n=22 n=17 n=18 n=32 n=20 n=20 n=20 n=29
4.03 4.17 3.81 4.12 4.04 4.21 3.87 4.05 4.08 4.24 3.76 4.09 3.94 4.30 3.93 4.03



















F (1，85)=1.90 F (1，85)=2.81
+ F (1，85)=5.58
*
＋　p <.10， * p <.05
































第 3 章以降では，研究課題 2 への対処として，情報モラル意識の下位領域である「自他
の権利尊重」，「情報の安全な利用」，「健康維持」に影響する個人内特性の同定に焦点
を当て，検討を行うこととする。その際，本章で得られた知見より，以下の各章では「他


























































































教員養成系大学の大学生 139 名（男性 63 名，女性 76 名）を対象とした。調査の結果，












は 1 因子全 10 項目で構成されている（表Ⅲ-1）。各質問項目に対して，「4：とてもそう
思う」，「3：まあまあそう思う」，「2：あまり思わない」，「1：全くそう思わない」












































































情尺度・他者理解力尺度 4～1 点，情報モラル意識尺度 5～1 点）。尺度得点の平均値に基
づき，自尊感情得点が 2.59 点以上を自尊感情上位群，2.59 点未満を自尊感情下位群とし















他者理解 個人情報 不正コピー 著作権
自他の
権利尊重
4.10 3.07 3.31 3.68
(0.72) (1.03) (0.94) (0.58)
4.52 3.98 3.89 4.28
(0.42) (0.86) (0.92) (0.45)
4.31 3.24 3.72 3.94
(0.50) (0.97) (1.08) (0.49)
4.50 3.45 3.55 4.04







（　）内は標準偏差，p <.05*， p <.01**
F (1,130)=1.79 F (1,130)=4.09* F (1,130)=4.35* F (1,130)=5.88*
F (1,130)=0.10
主効果
F (1,130)=1.46 F (1,130)=0.97



















































































































教員養成系大学の大学生 266 名（男性 119 名，女性 147 名）を対象とした。調査の結





































い。」など，情緒的側面・欲求の抑制を表す「感情・欲求抑制」の 3 因子全 29 項目で構
成されている。各質問項目に対して，「5：よく当てはまる」，「4：まあ当てはまる」，
「3：どちらともいえない」，「2：あまり当てはまらない」，「1：全く当てはまらない」







3.31 点未満を低群とした。同様に，持続的対処・根気では 3.70 点以上を高群，3.70 点未



























































男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
n =73 n =63 n =38 n =78 n =48 n =92 n =63 n =49 n =51 n =72 n =60 n =69
4.15 4.31 4.07 4.30 4.30 4.38 3.99 4.17 4.27 4.45 4.01 4.15
(0.67) (0.63) (0.74) (0.53) (0.55) (0.63) (0.72) (0.50) (0.51) (0.56) (0.73) (0.64)
3.50 3.57 3.18 3.37 3.68 3.61 3.17 3.18 3.51 3.62 3.29 3.29
(0.86) (0.81) (0.74) (0.61) (0.76) (0.74) (0.82) (0.55) (0.86) (0.68) (0.80) (0.70)
3.91 4.03 3.74 3.95 4.07 4.09 3.68 3.80 3.98 4.14 3.74 3.83















高群 低群 高群 低群 高群 低群








* F (1，248)=2.40 F (1，248)=4.40
*





F (1，248)=1.79 F (1，248)=0.09 F (1，248)=0.37






* F (1，248)=0.85 F (1，248)=2.98
+
F (1，248)=0.34 F (1，248)=0.41 F (1，248)=0.22
















































































































教員養成系大学の大学生 144 名（男性 60 名，女性 84 名）を対象とした。調査の結果，
























































のばらつきが小さくなるように，自己効力得点が 0.35 点未満を自己効力低群，0.35 点以





















































作業時の休憩への 目の疲労への 身体の姿勢への インターネット
配慮 配慮 配慮 依存傾向
3.97 4.10 3.40 2.28 3.82
(0.76) (0.76) (0.89) (0.61) (0.66)
4.04 4.40 3.68 1.98 4.04
(0.84) (0.76) (1.03) (0.72) (0.72)
4.12 4.44 3.88 1.92 4.15
(1.01) (0.71) (1.09) (0.54) (0.70)
2.93 3.29 2.50 2.56 2.90
(1.00) (1.14) (1.16) (0.67) (0.93)
3.81 3.95 3.71 2.11 3.83
(1.17) (1.07) (1.31) (0.53) (1.07)
4.05 4.14 3.86 2.25 4.02
(0.97) (0.96) (1.01) (0.64) (0.87)
性別 F (1，130)=7.09
** F (1，130)=11.15
** F (1，130)=2.45 F (1，130)=5.19
* F (1，130)=8.60
**









（　）内は標準偏差，＋　p <.10， * p <.05， ** p <.01
交互作用 F (2，130)=3.00
+ F (2，130)=0.93 F (2，130)=2.41


























































を排除することはできていない。そのため，第 3 章から第 5 章で得られた知見を確かなも
のとするためには，各章で示された関連性が一義的に成立するかどうかを検証することが






仮説的因果モデルを構成した。具体的には，第 3 章から第 5 章の知見に基づき，各個人内
特性が一義的に各情報モラル意識に影響すると仮定し，仮説的因果モデルを構成した（図
Ⅵ-1）。 







教員養成系大学の大学生 94 名（男性 40 名，女性 54 名）を対象とした。調査の結果，





自尊感情水準を把握するために，第 3 章と同様に Rosenberg が構成した自尊感情尺度の
邦訳版 135)を準備した。具体的な質問項目を表Ⅵ-1 に示す。調査では，各質問項目に対し
て，「4：とてもそう思う」，「3：まあまあそう思う」，「2：あまり思わない」，「1：








































てはまらない」，「1：全く当てはまらない」の 5 件法で回答させた。 






















































エフィカシー尺度の全 16 項目を準備した。具体的な質問項目を表Ⅵ-4 に示す。各質問項
目に対して，「1：はい」「0：いいえ」の 2 件法で回答させた。 
3.2.5 情報モラル意識水準の把握 











おける著作権に対する意識因子（以下，著作権）の計 6 因子 20 項目で構成されている（表
































インターネット依存傾向を把握するために，第 5 章と同様に橋元らが Young のインタ




















































































































































† p<.1， ＊p<.05， ＊＊p<.01，＊＊＊p<.001

























































第 7章 結論及び今後の課題 
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